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fども文化の変容に関する研究ー一枚方市における天下町人ゲーム13年間の
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道徳的判断の）よ本的性格と論理的統制の可能性 テ‘‘ューイの諸理論を中心

に一一

認知活動と脳波の左右半球差—- a i皮の Powerdensityと Peakfrequency 

について―

裔等教育の管理問題—ィギリスのオークス報告(1978年）を中心に―

教育の国際化と国際化の教育（I) 国際機関における生涯教育論の成立と展

開

教育目標論の展開ーー タイラーからプルームへ

印象形成における愉報処理過程 Person Memoryを中心として―

0歳後半期の採作行動の発達と三項関係の成立について

対人恐怖についての一考察 TATに表わされた自己と他者を通して一一

PARAFACと ALSCALによる SD法データの新しい分析法 邸味空

間における個人差の解析に向けて一一

幼児の言語的伝達における自己中心性の問題

乳児期から幼児期への言語行動の発達について一ー前言語的行動を中心

「一

バウム・テストの臨床的研究ー一精神科入院息者を対象に―

「潜在空間」について 「Self心理学」に向けての一試論

マックス ・ヴェーバーにおける 「価値El由」〉Wertfreiheit〈の意味

イギリス学校管理における「教具参加」 英国教貝組合 (NUT)における

議論を手がかりとして

「教育現実」と「教脊状況」

教育愛の存在論的根拠
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昭和 57年度修士論文

氏 名 論 文 題 目

鈴木公二彦 1 脇田良吉「低能児」教育論と白川学園の実践 ～明治末「精神薄弱児」教育におけ

る「施設教育」の成立とその性格～

築山 串示 ェス．エリ．ルビンシュテイン (C.JI. Py61U1mTe転）の発達理論と児童学

毛利 猛 教育的<現実>の解釈学的現象学 -教育学 g芋理論上の根本問題に対する M.ハ

イデッガーの思索の意義一

山口和宏 沢柳政太郎論

笹尾省二 昭和初期における青年期教育再編の動向

竹下秀子 生後3,4か月から 6,7か月までの乳児の保育内容に関する一考察一基本体位の

発達連関的特徴をもとに一

中村隆文 「陸軍と国民教化」

上田恵津子 Objective Self-Awarenessが原因帰属及び課題の遂行に及ぼす効果について

皆藤 章 境界例に関する研究

佐野正彦 イギリスの中等教育改革の検討 ー総合制中等教育政策の歴史的形成と展開一

高橋雅延 記憶における精緻化過程の分析ー処理情報の違いによる精緻化の効果の比較一

豊田園子 母と子の母親像・女性像について

森 繁男 学校教育と知識・役割の性別配分ー教育達成における「結果の不平等」をめぐっ

山本雄二 て「地域社会と教育」論

渡部容子 イギリスの初等学校における教育内容行政 教育科学省・地方教育当局・学校理事

会・学校の機能をめぐって

上英子 男性性・女性性についての研究ー独立次元としての男性性・女性性尺度を用いて一
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昭和 57年度卒業論文

氏 名 論 文 題 目

街道小織 及川平治論ー及川乎治における教育理論と教育実践をめぐって

岸本 実 プルーナー (J.S. Bruner)の学習意欲論に関する一考察

斉藤和義 ルドルフ・シュクイナーの教育観と人間認識

斎 藤 泰 樹 1歳児における発達の質的転換過程と指導方法に関する研究

一積木の対配分と対指示の変容過程に視点をあてて一

杉本 均 1 複合社会の教育政策マレーシアの integrationとシンガボールの cultural

pluralism 

高橋則幸 現代社会と非行

野中佳代 プルーナー〔Bruner,J. S.Jにおけるコンピテンス観の検討

橋本伸也 ぺ．ぺ．プロンスキーにおける労働学校論と新たなる教養概念

古川起余子 視点の変換と授受構文理解との発達的関係について 一聴覚障害児の言語能力とそ

の指導一
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小

小

鈴

田
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大正新教育における「自学主義」の検討

精神薄弱児に対する教育方法の検討 ー教科教育の可能性とその方法について一

日本生活教育連盟の「日本社会の基本問題」確立期における問題解決学習の検討

量の分数と遠山啓

村山俊太郎論ー教師の「労働者」性の観点より一

エーリッヒ・フロムにおける人間論の展開について 一生産性からあることヘー

Bloom, B.S.による情意目標の Taxonomy研究について 一内化概念を中心に

個人主義と集団主義の二元対立を克服するもの ーM.Buberのく我と汝＞を手が

かりにして一

就学期前後の教育指導論的検討へ向けて 一「道順」の描画を手がかりに一

空間象徴を成立させる要因について 一高校生を対象に， Grunwaldの図式の横軸

の要素を用いて一

文学における表出と表現 ー主に倉橋由美子の諸作品を通して一

Person Memoryの実験ー第一印象の効果を中心として一

人間の攻撃性に関する一研究 ー攻撃性は生得的か一

病跡学の理論と応用

帰国子女の対人葛藤状況における解決様式

創造性とバーソナリティ 一気質及び認知様式に関して

漢字の感覚記憶の研究
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別府 哲 長さの系列化操作の獲得について 一棒の系列化と分類との関連による検討一

野誠登 テスト不安とバフォーマンスに関する研究

宮脇恭子 思春期女子における自我体験の様相

山 本 純 子 画像の記憶ー空問情報と類似性一

吉川員理 ，，ヽンドテストにおける検査定義効果の研究

青木 宏 管理者養成訓練に関する研究

浅井文和 幼児期における絵本の選択に関する発達的研究

井上 毅 心的比較判断におけるプライミングの効果について

拝野貴弘 認知スクイルとラテラリティの関連について

古田 誠 青年期男子における親子関係と身体像境界

村瀬哲也 日本人の外国語学習における単語の記憶方法について

近土康雄 言語の省略についての考察

西田達男 フロムにおける 2つの存在様式について

吉山洋二 川端康成の自殺に関する心理学的研究

稲田 純 私立学校振興助成法および前期 5ケ年計画の私学の質的充実への寄与に関する一考

察

岸田光哉 自信をなくした家族 一日米各社会におけるしつけの比較をもとに考察する日本人

のしつけ観ー

近藤順子 「ラペリングに関する考察」一非行問題の現状に寄せて一

高島 均 現代若者文化論に関する一考察

橘 陽 京都府における障害児教育行政 ー通学条件の改善と係わって一

中岡 司 公務員と労慟基本権

新村佳史 高等教育の大衆化と社会構造

西岡明彦 「戦後日本における学芸大学構想とその展開」

原子栄一郎 ドイツにおけるワ｀ノダーフォーゲル運動の精神的遺産に関する考察

松岡健三 G.H.ミードの自我論について

山田良成 社会的垂疸移動への一考察 ー現代日本における移動型一

笠嶋基嗣 学歴社会と人間形成

土田智美 子どもの読書環境

米島孝二 「養護学校義務制化の意義」一憲法・教育基本法の理念よりの検討

山村 滋 イギリス中等教育の試験制度における教員参加 ーその運用と教員の自律性に関わ

って一
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